本時のテーマ：企業活動の基礎　　　　----資金調達----　　　　サンプル
	企業名
	　(株)さんとりあ

	メンバー
	　馬渕、浅野、佐藤、小森

	　業務内容
	水の販売

	必要資金
	工場施設　原水　容器　広告料　などに　１００，０００千円


注意（１）仕事内容によって必要資金の調達先が変わります。
　　　　　　（２）財産内容によって必要資金の調達先が変わります。
１資金の調達先
	
	長　　　所
	短　　　所

	銀行
	年利３％（もっとも安い）
	借入金が資本以上になる場合は、不可

	証券市場　社債
	年利５％　１０年償還
	

	貸金業者
	金額制限　なし　年利１０％
	発行上限は資本金額まで

	証券市場　株
	株の増資発行　配当年利６％
	経営権が脅かされるかも

	ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｴﾝｼﾞｪﾙ
	１社のみ　１０，０００千円
	年利１％（報酬）


　　=======⇒　財産内容カードを受け取る　======
２資金の借り入れ
	　財産内容に応じて、借り入れが決まる場合があります。よく考えましょう。
　初めの借入金が多くて、銀行からの借り入れができなかったので、社債発行とした。



　借り入れ後の貸借対照表を作成しましょう。
　　　　　Ｂ／Ｓ
	資　　産
	　　　　　　負　　債

	現金預金
	６，０００
	借入金
	４，０００

	建物
	４，０００
	社債
	４，０００

	土地
	２，０００
	　　　　　　資　　本

	
	
	資本金
	４，０００


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位　千円
　
　借り入れ前の状態と比べて変化したところはどこですか。
	　
　現金預金が増えたが、連動して負債（社債）も増えた。
　運転資金に余裕ができた。


　企業に必要な資金を分類しましょう
	　　運　転　資　金
	設　備　資　金


	
	


　資金調達方法評価　　
自分の企業の資金調達方法を評価し、適するものに○を付ける
　　Ａ　最適である　　Ｂ　もう少し他があるかも　　Ｃ　考え直すべき
　　評価の理由
	　　
一つの方法しか選択できなかった。



　学習の感想
	　もう少し、時間がほしい
　



金融機関のメンバーに対する諸注意

1． ・金融機関は保証人や支払う利息が生じることを説明に入れさせる。

・社債の発行は支払うべき利息が生じることを説明に入れさせる。

・株の発行はその資金を返済しなくてよいが経営参加権が生じることを説明に入れさせる。

・ノンバンクは利息が生じることを説明に入れさせる。

　２．財務状況は2パターン

　　①現金預金　２，０００　借入金　１，０００
　　　建　　物　４，０００　資本金　７，０００

　　　土　　地　２，０００

　

　　②現金預金　２，０００　借入金　４，０００

　　　建　　物　４，０００　資本金　４，０００

　　　土　　地　２，０００

　　資金調達条件が合うまで、折衝を繰り返す。

　　　
